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               審   査   の   要   旨 
 
高分子電解質によるコロイド懸濁液の凝集は、水処理などの代表的固液分離操作であり、多
くの研究がなされている。一般にコロイドの凝集は不可逆過程であり、イオン強度、ｐHなど
の物理化学的因子と場の水理学的条件によって決定されるものの、高分子電解質が関与する場
合の解析は特に後者に対し不十分であった。著者は、凝集操作を行う場の水理学的条件を評価
する方法として、基準となるコロイド粒子の急速凝集速度を用いる方法に着目し、フロック形
態が大きく変化する弱い攪拌条件を対象に、コロイドの粒子径と攪拌強度を変数として体系的
な実験を行った。実験データの解析の結果、弱い攪拌領域においては、流れ場とブラウン運動
のカップリングと攪拌強度の不均一性が凝集速度に寄与することが示唆されるものの、凝集速
度から攪拌強度を評価する方法の妥当性が示された。また、高分子電解質による凝集速度は弱
い攪拌強度領域において流れ場強度に依存することが明らかになった。これまで弱い攪拌場に
おける凝集に対し、本研究のような体系的な実験を報告した例は殆どなく、今後の研究の方向
性に展望を開いている。 
平成３０年１０月２日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審
査及び最終試験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行っ
た。その結果、審査委員全員によって合格と判定された。 
よって、著者は博士（生物資源工学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認
める。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
